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資料１

熊本市中心市街地グランドデザイン2050について

 

 

１．これまでの経緯

1

１０のプロジェクト3つの戦略

（1）滞在型観光の強化と受入体制の整備
（2）歴史公園エリアの拠点施設整備と城下町エリアの市街地再生
（3）中心市街地と空港等へのアクセス強化と、都市圏域内の公共交通網の充実

観光・交流戦略

（4）若者や意欲的な人材の育成・創業支援
（5）若者の地元定着や外国人材の活躍に向けた産学官の連携強化
（6）若者等の「まちなか居住」の促進

人材育成・定着戦略

（7）熊本城前 エリア における上質な都市空間の創出
（8）「だれもが歩いて楽しめる城下町」の整備
（9）白川・坪井川の河川空間を活用した中心市街地の魅力向上
（10）スポーツ・文化施設等のあり方や利活用の検討

都市基盤再生戦略



熊本市中心市街地グランドデザイン2050について

 

１．これまでの経緯（続き）

2

１．中心市街地における「15 分生活圏」の形成
少子高齢化の進展を見据え、「まちなか居住」や「建物のミクストユース」等を促進し、中心市街地における「15 分生活圏」を形成

「次の10年」に向けた重点取組事項「次の10年」に向けた重点取組事項

２．交通政策と都市政策を連動させた中⾧期の移動サービスの実現

熊本都市圏と中心市街地の相互発展に寄与する、交通政策と都市政策を連動させた中⾧期の移動サービスに関するビジョンを構想し、
実現に向けた取組を進める

３．人手不足への対応、人材育成・定着

生産年齢人口の減少を見据えた、人手不足への対応（多様な人々が働きやすい・住みやすい環境、外国人に選ばれる環境の整備
等）や、人材育成・定着（専門人材が活躍できるオフィスの誘致、スタートアップが集まり根付く環境づくり等）の施策を検討し進める

４．中心市街地に期待される機能（広域・高次都市機能）の更なる充実
中心市街地に今後期待される「業務」、「商業」、「居住」、「スポーツ」、「エンターテインメント」、「食・食材」、「文化」、「アート」等の機能
を更に充実させる

熊本市中心市街地グランドデザイン2050について

２．現在の推進体制
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熊本市中心市街地グランドデザイン2050について

３．現体制移行後の会議開催状況について
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2025
年度

2026
年度

4/2 第12回くまもと都市戦略会議

8/21 熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第1回推進会議

６/1 熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

・新体制のキックオフ、「推進チーム」の設置を決定

10/15 第1回推進チーム会議

11/10 第2回推進チーム会議

12/17 第3回推進チーム会議

1/19 第4回推進チーム会議

2/19 第5回推進チーム会議

3/18 第6回推進チーム会議

4/24 第7回推進チーム会議

5/27 第8回推進チーム会議

6/12 第9回推進チーム会議
※ 推進チーム会議開催前には、別途、事務局会議を開催

本日は、こちらの会議内容について、
ご説明させていただきます。
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熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

１.現在の進捗状況
２.これまでの検討内容の振り返り
３.10のプロジェクトの見直し
４.今後の取り組みの流れ
５.10のプロジェクトと４つの重点項目との関係整理

資料内容

6

熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

グランドデザイン2050における現在の
取組みと背景のチーム内共有

重点取組みテーマごとにプロジェクトや
施策の進捗を整理

プロジェクトや施策の進捗を踏まえた「重
点事項」の抽出

～2026

STEP1
これまでの取り組みの総括

STEP2
優先テーマの絞り込み

STEP3

～2028

検討・実践主体の選定

中心市街地グランドデザイ
ン2050実現に向けた検討

上記総括を踏まえた「優先的に検討・
対応するテーマ」の選定

当該テーマにおける重点的に取り組むべ
き事項の設定

取組み対象組織の抽出・選定

当該組織と推進チームの役割分担整理
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１.現在の進捗状況

2018年8月20日の都市戦略会議資料
中心市街地GD2050と

当面10年間に取り組むべき
10のプロジェクトの説明
（添付資料 A）

各種事業の進捗や
経済社会の環境変化を踏まえた
10のプロジェクトの改訂案

（添付資料 B）



熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議
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【実践に向けた戦略とプロジェクト】

・2019年の都市戦略会議で分野横断的な検討を求められ、体制見直し等を行いながら検討を進めてきた。

２.これまでの検討内容の振り返り

熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

2019年会議案の改訂版（変更前） 2026年改訂案

都市構造の骨格を造る

③中心市街地と空港等の都市ゲート間の

アクセス強化と都市圏交通網の充実

⑦熊本城前エリアにおける上質な都市空間の創出

⑨白川・坪井川の河川空間を活用した中心市街地の魅力向上

③都市ゲート直結アクセスの強化と次世代公共交通ネットワークの構築
⑦熊本城前エリアの戦略的更新による先導的モデル市街地の創出
⑨水辺のグリーンインフラ活用による都市の潤いと活気のリ・デザイン

②歴史公園エリアの拠点施設整備と城下町エリアの市街地再生

⑥若者等の「まちなか居住」促進

⑧だれもが歩いて楽しめる城下町の創出

②熊本城・城下町の再生:歴史・生活文化の継承と

中心市街地で果たす役割の強化
⑥多様なライフスタイルを実現する「まちなか居住」と生活環境の高度化
⑧ウォーカブルな街の形成と市民・来訪者の回遊を拡げる二次交通の充実

歴史的個性と生活を磨く

①滞在型観光の機能強化と受け入れ体制の整備

④若者や意欲的な人材の育成と創業支援

⑤若者や外国人材の活躍と定着をもたらす産業や

ビジネスの育成

⑩スポーツ・文化施設等の在り方や利活用の検討

①つながる熊本：世界と地域が交差する交流プラットフォームの構築
④次代を担う人材の育成・還流と活躍フィールドの創出
⑤次世代成⾧産業の集積と中心市街地のビジネス拠点機能の強化
⑩スポーツ・文化拠点の再編整備と戦略的運営による都市ブランドの向上

人・経済・未来を育む

観光交流戦略

人材育成定着戦略

都市基盤再生戦略
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3.10のプロジェクトの見直し



熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

都市構造の骨格を造る
都市ゲート直結アクセスの強化と

次世代公共交通ネットワークの構築
中心市街地と空港等の都市ゲート間のアクセス強化と

都市圏交通網の充実

③ 中心市街地と空港等の都市ゲートを直結するアクセス機能を強化し、国内外か
らの集客力を最大化する。都市圏における公共交通サービスの抜本的拡充と道
路交通環境の改善により、公共交通利用者の２倍増および交通渋滞による
経済損失の解消を推進する。移動の利便性向上と円滑な交通流の確保を通じ
て都市の生産性を高め、⾧期的には脱炭素社会の実現に貢献する

（観光交流戦略）
中心市街地と空港等のアクセス強化により国内外からの集客力の強化を図ると
ともに、都市圏域内の公共交通網の充実により、中心市街地を行き来する都
市圏域住民の利便性向上を図る

熊本城前エリアの戦略的更新による
先導的モデル市街地の創出熊本城前エリアにおける上質な都市空間の創出

➆
建物の更新と土地利用の高度化を促進し、熊本経済を牽引する高度な都市
機能を戦略的に誘致する。マイカー利用の段階的抑制により、居心地が良く歩
行者中心の魅力的な屋外公共空間を創出する。あわせて、健康・防災・脱炭
素・情報化を具現化する先導的な建築群を誘導し、意匠と機能を高めた「モデ
ル市街地」としてエリアのブランド価値を世界水準へ引き上げる

（都市基盤再生戦略）
熊本の「顔」に相応しいエリア一体の整備構想を策定し、被災・老朽建物の面
的更新（再開発）の促進、土地の高度利用及び健康・防災・脱炭素・スマー
トサービス機能の強化を図る

水辺のグリーンインフラ活用による
都市の潤いと活気のリ・デザイン

白川・坪井川の河川空間を活用した
中心市街地の魅力向上

⑨
白川・坪井川を都市を貫くグリーンインフラの軸と位置づけ、質の高い水辺空間
の整備を推進する。河川への視認性や連続性を高める土地利用を誘導し、住
民や来訪者が日常的に憩い、多彩な野外活動を楽しめるオープンエアの拠点
を創出する。さらに、水辺空間の魅力を周辺施設やイベントと連動させることで、
街全体の回遊性と活力を引き出す触媒としての機能を強化する

（都市基盤再生戦略）
中心市街地を縦断する白川・坪井川の水辺空間の整備により、都市の賑わい
を融合した、市民や観光客が憩い・楽しめる野外活動エリアの創出を図る
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3.10のプロジェクトの見直し

熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

歴史的個性と生活を磨く
熊本城・城下町の再生:

歴史・生活文化の継承と中心市街地で果たす役割の強化
歴史公園エリアの拠点施設整備と

城下町エリアの市街地再生

➁
熊本城の震災復旧プロセスを、歴史・文化・技術を学ぶ「生きた教材」として活用
し、今しか出会えない姿を来訪動機へ繋げる。あわせて生物多様性を有する都
市公園としての市民利用を深化させる。歴史的風致維持向上計画の事業などを
通じて、城下町定住エリアに息づく城下町の生活文化を継承・洗練させつつ、都
心エリアや副都心エリアとの近さ生かして市街地を再生する

（観光交流戦略）
熊本城復旧とJT・NHK跡地の整備、歴史的風致維持向上計画の策定によ
る文化観光拠点の整備と回遊性の向上、被災した新町・古町など城下町の
再興を図る

多様なライフスタイルを実現する「まちなか居住」と
生活環境の高度化若者等の「まちなか居住」促進

⑥
中心市街地が持つ「職住遊学近接」の利便性を最大限に活かし、多様な世代
が共生する定住環境を整備する。安全・安心の確保を基盤としつつ、変化するラ
イフスタイルに対応した多様な住居形態と質の高い生活サービス供給を促進す
る。利便性と潤いが調和した「選ばれる居住地」としての魅力を高め、意欲的な人
材や多様な世帯の「まちなか定住」を強力に後押しする

（人材育成定着戦略）
民間団体や地域と連携し、「まちなか」における良質な住宅の提供と居住環境
の形成などを図る

ウォーカブルな街の形成と
市民・来訪者の回遊を拡げる二次交通の充実だれもが歩いて楽しめる城下町の創出

⑧
歩道拡幅や建物のセットバック等の工夫により、市民・来訪者が居心地の良く滞
在し、楽しみの体験と出会える場を創出する。一連の取り組みを中心市街地全
体へ波及させるとともに、シェアサイクル等の多様な移動サービスを拡充すること
で、エリアを跨ぐシームレスな訪問を実現する。生活者や来訪者が街の多彩な魅
力を能動的に発見・体験できる回遊ネットワークを構築する

（都市基盤再生戦略）
公共交通網の利用促進や歩道の拡幅等により、市民や観光客が城下町の各
エリアを楽しく安全快適に回遊できる歩行空間の創出を図る
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3.10のプロジェクトの見直し



熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

人・経済・未来を育む
つながる熊本:

世界と地域が交差する交流プラットフォームの構築滞在型観光の機能強化と受け入れ体制の整備

①
熊本市中心市街地を交流のハブと位置づけ、観光、経済、文化、学術など幅広
い交流ニーズに戦略的に対応する。地域の歴史・文化・自然資源と都市機能を融
合させ、多様な来訪者を惹きつける質の高いサービスと受入基盤を官民一体で整
備する。単なる来訪者増にとどまらず、消費伸⾧と関連産業の波及効果を最大化
し、熊本の持続的な経済発展と都市の魅力向上を図る

（観光交流戦略）
観光サービス機能の強化と地理的条件を活かした九州の国際交流拠点を
目指すことにより、観光産業や関連産業の振興を図る

次代を担う人材の育成・還流と活躍フィールドの創出若者や意欲的な人材の育成と創業支援

④
若者向け教育支援や社会人リスキリングのプログラムを拡充し、次代を拓く多様
な人材の成⾧を促進する。国内外から意欲的な人材を惹きつけるとともに、その定
着を支援する仕組みを構築する。中⾧期的視点に立ち、こどもや若者が熊本の豊
かな環境で自らのアイデアやエネルギーを最大限に発揮できるよう、地元での挑戦と
活躍を支える基盤を官民で整える

（人材育成定着戦略）
起業、社会人再教育、まちづくり活動等への支援充実により、次代を拓くビ
ジネス人材の育成を図る

次世代成⾧産業の集積と
中心市街地のビジネス拠点機能の強化

若者や外国人材の活躍と定着をもたらす
産業やビジネスの育成

➄
半導体産業の急成⾧を契機に熊本経済を新たなステージへ導くため、地元企業の
高度化と生産性向上を支援し、都市型成⾧ビジネスの育成・誘致を強力に推進
する。中心市街地を「高度なビジネス機能」と「多様な人材」が交差する拠点と位
置づけ、国内外からの関連企業誘致を通じて、意欲的な人材が能力を最大限に
発揮できる活躍の場を創出する

（人材育成定着戦略）
熊本経済を牽引する新産業や都市型の成⾧ビジネスを育成し、若者や外
国人材の活躍の場を創出する

スポーツ・文化拠点の再編整備と
戦略的運営による都市ブランドの向上スポーツ・文化施設等の在り方や利活用の検討

⑩
老朽化するスポーツ・文化施設のあり方を再定義し、周辺市街地への経済波及効
果を最大化する持続可能な運営方策を構築する。魅力的なイベントの誘致や学
習プログラムの展開を通じて、市民のスポーツ・芸術活動の高揚を図るとともに、
都市のブランド力を強化する。また、平常時は観光・ビジネスの発展と回遊促進
の核として、災害時は防災拠点としての機能を強化し、都市の強靭性と豊かさを支
える多機能な拠点を整備する

（都市基盤再生戦略）
地域・経済の活性化を図るため、野球場、競技場及び体育館等のスポー
ツ施設や、劇場、美術館及び図書館等の文化施設等のあり方について検
討する。また、スポーツコミッョンの新たな活用方法等を検討する
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3.10のプロジェクトの見直し

熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

グランドデザイン2050における現 在の取
組みと背景のチーム内共有

重点取組みテーマごとにプロジェクトや施策
の進捗を整理

プロジェクトや施策の進捗を踏まえた「重
要事項」の抽出

～2026

STEP1
これまでの取り組みの総括

STEP2
優先テーマの絞り込み

STEP3

～2028

検討・実践主体の選定

中心市街地グラン
ドデザイン2050実
現に向けた検討

上記総括を踏まえた「優先的に検討・対
応するテーマ」の選定

中心市街地におけるエリア別の取組みの
考え方整理及び即した施策の検討

当該テーマ及びエリアにおける重点的に取
り組むべき事項の設定

取組み対象組織の抽出・選定

当該組織と推進チームの役割分担整理
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4.今後の取り組みの流れ



熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

１．中心市街地における「15 分生活圏」の形成

少子高齢化の進展を見据え、「まちなか居住」や「建物のミクストユース」等を促進し、中心市街地における「15 分生活圏」を形成

以下のとおり、分野横断的な検討・取組を推進するため重点取組事項を見直し、新体制のもと検討・取組を進める
都市戦略会議資料より抜粋都市戦略会議資料より抜粋

２．交通政策と都市政策を連動させた中⾧期の移動サービスの実現
熊本都市圏と中心市街地の相互発展に寄与する、交通政策と都市政策を連動させた中⾧期の移動サービスに関するビジョンを構想し、
実現に向けた取組を進める

３．人手不足への対応、人材育成・定着

生産年齢人口の減少を見据えた、人手不足への対応（多様な人々が働きやすい・住みやすい環境、外国人に選ばれる環境の整備
等）や、人材育成・定着（専門人材が活躍できるオフィスの誘致、スタートアップが集まり根付く環境づくり等）の施策を検討し進める

４．中心市街地に期待される機能（広域・高次都市機能）の更なる充実

中心市街地に今後期待される「業務」、「商業」、「居住」、「スポーツ」、「エンターテインメント」、「食・食材」、「文化」、「アート」等の機能
を更に充実させる

【当日の委員コメント（一部抜粋）】

・次の10年に向けた重点取組事項を定めることは賛成。ただし、10年は⾧期間なので、5年ないし3年といった中間でのチェックが必要。手前で取り組むことを具体的
にしっかりと作りこんで、そこでの進捗をチェックすることが必要である

・社会環境、経済環境はかなり変化している。手前の10年だけでなく、2050のあるべき姿をもう一回吟味する必要がある

上記の重点取組事項について「くまもと都市戦略会議（2025年4月開催）」にて提示し、5者のトップにて議論・意見交換を実施し、大枠の同意は得られた。

14

5. 10のプロジェクトと４つの重点項目との関係整理 ４つの重点項目

（A）

（B）

（C）

（D）

熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

４つの重点事項と10のプロジェクトの結びつき

重点事項Ａ 中心市街地における「15分生活圏」の形成

熊本城前エリアの戦略的更新による先導的モデル市街地の創出➆

・建物の更新と土地利用の高度化を促進し、熊本経済を牽引する高度な都市機能を戦略的に誘致する A、D
・マイカー利用の段階的抑制により、居心地が良く歩行者中心の魅力的な屋外公共空間を創出する A、D
・あわせて、健康・防災・脱炭素・情報化を具現化する先導的な建築群を誘導し、意匠と機能を高めた「モデル市街地」としてエリアのブランド価値を世界水準へ引き上げる D、C

水辺のグリーンインフラ活用による都市の潤いと活気のリ・デザイン⑨
・白川・坪井川を都市を貫くグリーンインフラの軸と位置づけ、質の高い水辺空間の整備を推進する Ａ
・河川への視認性や連続性を高める土地利用を誘導し、住民や来訪者が日常的に憩い、多彩な野外活動を楽しめるオープンエアの拠点を創出する Ａ
・さらに、水辺空間の魅力を周辺施設やイベントと連動させることで、街全体の回遊性と活力を引き出す触媒としての機能を強化する Ａ

熊本城・城下町の再生:歴史・生活文化の継承と中心市街地で果たす役割の強化➁

・熊本城の震災復旧プロセスを、歴史・文化・技術を学ぶ「生きた教材」として活用し、今しか出会えない姿を来訪動機へ繋げる
・あわせて生物多様性を有する都市公園としての市民利用を深化させる Ａ
・歴史的風致維持向上計画の事業などを通じて、城下町定住エリアに息づく城下町の生活文化を継承・洗練させつつ、都心エリアや副都心エリアとの近さ生かして市街地を再生する Ａ

多様なライフスタイルを実現する「まちなか居住」と生活環境の高度化⑥
・中心市街地が持つ「職住遊学近接」の利便性を最大限に活かし、多様な世代が共生する定住環境を整備する Ａ
・安全・安心の確保を基盤としつつ、変化するライフスタイルに対応した多様な住居形態と質の高い生活サービス供給を促進する Ａ
・利便性と潤いが調和した「選ばれる居住地」としての魅力を高め、意欲的な人材や多様な世帯の「まちなか定住」を強力に後押しする Ａ

ウォーカブルな街の形成と市民・来訪者の回遊を拡げる二次交通の充実⑧
・歩道拡幅や建物のセットバック等の工夫により、市民・来訪者が居心地の良く滞在し、楽しみの体験と出会える場を創出する Ａ
・一連の取り組みを中心市街地全体へ波及させるとともに、シェアサイクル等の多様な移動サービスを拡充することで、エリアを跨ぐシームレスな訪問を実現する Ａ、B
・生活者や来訪者が街の多彩な魅力を能動的に発見・体験できる回遊ネットワークを構築する Ａ

つながる熊本:世界と地域が交差する交流プラットフォームの構築①
・熊本市中心市街地を交流のハブと位置づけ、観光、経済、文化、学術など幅広い交流ニーズに戦略的に対応する D
・地域の歴史・文化・自然資源と都市機能を融合させ、多様な来訪者を惹きつける質の高いサービスと受入基盤を官民一体で整備する D、A
・単なる来訪者増にとどまらず、消費伸⾧と関連産業の波及効果を最大化し、熊本の持続的な経済発展と都市の魅力向上を図る D

スポーツ・文化拠点の再編整備と戦略的運営による都市ブランドの向上⑩
・老朽化するスポーツ・文化施設のあり方を再定義し、周辺市街地への経済波及効果を最大化する持続可能な運営方策を構築する D
・魅力的なイベントの誘致や学習プログラムの展開を通じて、市民のスポーツ・芸術活動の高揚を図るとともに、都市のブランド力を強化すＡ、D
・また、平常時は観光・ビジネスの発展と回遊促進の核として、災害時は防災拠点としての機能を強化し、都市の強靭性と豊かさを支える多機能な拠点を整備する 15

5. 10のプロジェクトと４つの重点項目との関係整理



熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

重点事項Ｂ 交通政策と都市政策を連動させた中⾧期の移動サービスの実現

ウォーカブルな街の形成と市民・来訪者の回遊を拡げる二次交通の充実⑧

・歩道拡幅や建物のセットバック等の工夫により、市民・来訪者が居心地の良く滞在し、楽しみの体験と出会える場を創出する Ａ
・一連の取り組みを中心市街地全体へ波及させるとともに、シェアサイクル等の多様な移動サービスを拡充することで、エリアを跨ぐシームレスな訪問を実現する Ａ、B
・生活者や来訪者が街の多彩な魅力を能動的に発見・体験できる回遊ネットワークを構築する Ａ

都市ゲート直結アクセスの強化と次世代公共交通ネットワークの構築③

・中心市街地と空港等の都市ゲートを直結するアクセス機能を強化し、国内外からの集客力を最大化する B
・都市圏における公共交通サービスの抜本的拡充と道路交通環境の改善により、公共交通利用者の２倍増および交通渋滞による経済損失の解消を推進する B
・移動の利便性向上と円滑な交通流の確保を通じて都市の生産性を高め、⾧期的には脱炭素社会の実現に貢献する

重点事項Ｃ 人手不足への対応、人材育成・定着

熊本城前エリアの戦略的更新による先導的モデル市街地の創出➆

・建物の更新と土地利用の高度化を促進し、熊本経済を牽引する高度な都市機能を戦略的に誘致する A、D
・マイカー利用の段階的抑制により、居心地が良く歩行者中心の魅力的な屋外公共空間を創出する A、D
・あわせて、健康・防災・脱炭素・情報化を具現化する先導的な建築群を誘導し、意匠と機能を高めた「モデル市街地」としてエリアのブランド価値を世界水準へ引き上げる D、C

次代を担う人材の育成・還流と活躍フィールドの創出④

・若者向け教育支援や社会人リスキリングのプログラムを拡充し、次代を拓く多様な人材の成⾧を促進する C
・国内外から意欲的な人材を惹きつけるとともに、その定着を支援する仕組みを構築する C
・中⾧期的視点に立ち、こどもや若者が熊本の豊かな環境で自らのアイデアやエネルギーを最大限に発揮できるよう、地元での挑戦と活躍を支える基盤を官民で整える C

次世代成⾧産業の集積と中心市街地のビジネス拠点機能の強化➄

・半導体産業の急成⾧を契機に熊本経済を新たなステージへ導くため、地元企業の高度化と生産性向上を支援し、都市型成⾧ビジネスの育成・誘致を強力に推進する D、C
・中心市街地を「高度なビジネス機能」と「多様な人材」が交差する拠点と位置づけ、国内外からの関連企業誘致を通じて、意欲的な人材が能力を最大限に発揮できる活躍の場を創出する D、C
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5. 10のプロジェクトと４つの重点項目との関係整理

熊本市中心市街地グランドデザイン2050 第２回推進会議

重点事項Ｄ 中心市街地に期待される機能の更なる充実

熊本城前エリアの戦略的更新による先導的モデル市街地の創出➆

・建物の更新と土地利用の高度化を促進し、熊本経済を牽引する高度な都市機能を戦略的に誘致する A、D
・マイカー利用の段階的抑制により、居心地が良く歩行者中心の魅力的な屋外公共空間を創出する A、D
・あわせて、健康・防災・脱炭素・情報化を具現化する先導的な建築群を誘導し、意匠と機能を高めた「モデル市街地」としてエリアのブランド価値を世界水準へ引き上げる D、C

つながる熊本:世界と地域が交差する交流プラットフォームの構築①

・熊本市中心市街地を交流のハブと位置づけ、観光、経済、文化、学術など幅広い交流ニーズに戦略的に対応する D
・地域の歴史・文化・自然資源と都市機能を融合させ、多様な来訪者を惹きつける質の高いサービスと受入基盤を官民一体で整備する D、A
・単なる来訪者増にとどまらず、消費伸⾧と関連産業の波及効果を最大化し、熊本の持続的な経済発展と都市の魅力向上を図る D

次世代成⾧産業の集積と中心市街地のビジネス拠点機能の強化➄

・半導体産業の急成⾧を契機に熊本経済を新たなステージへ導くため、地元企業の高度化と生産性向上を支援し、都市型成⾧ビジネスの育成・誘致を強力に推進する D、C
・中心市街地を「高度なビジネス機能」と「多様な人材」が交差する拠点と位置づけ、国内外からの関連企業誘致を通じて、意欲的な人材が能力を最大限に発揮できる活躍の場を創出する D、C

スポーツ・文化拠点の再編整備と戦略的運営による都市ブランドの向上⑩

・老朽化するスポーツ・文化施設のあり方を再定義し、周辺市街地への経済波及効果を最大化する持続可能な運営方策を構築する D
・魅力的なイベントの誘致や学習プログラムの展開を通じて、市民のスポーツ・芸術活動の高揚を図るとともに、都市のブランド力を強化すＡ、D
・また、平常時は観光・ビジネスの発展と回遊促進の核として、災害時は防災拠点としての機能を強化し、都市の強靭性と豊かさを支える多機能な拠点を整備する
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5. 10のプロジェクトと４つの重点項目との関係整理



第１層 市総合計画
都市計画マスタープラン

市域が対象・中心市街地は
ひと塊の扱い

第３層 中心市街地など個別エリアを俯瞰した
中長期のまちづくりビジョンや戦略は？

？
（中心市街地総合再生基本計画）

中心市街地活性化基本計画で
定めるのは5年間の

①まちづくりのスローガン
②３項目程度の達成目標
③目標達成度の評価指標
④５年以内の個別事業リスト

※掲載事業には国助成など
各種優遇措置を優先提供

立地適正化計画など
分野別各種計画第２層 市域が対象・中心市街地は

ひと塊の扱い

ＧＤ2050が目指す「官民連携のまちづくり」における役割

中心市街地活性化基本計画

個別事業の再掲

第４層 官民合同の個別事業

個別事業計画と実施計画

官の個別事業 民の個別事業

GD2050が目指すのは
官民の施策や事業の連携・連動を促す

第３層のビジョンや施策展開戦略(道筋)の提案

中⾧期的視点や事業展開の
戦略性（相互連携）について
の官民協議や理解が不足？ 18両角先生 補足資料

世界からも
注目され親しまれる
多文化交流都市

世界に拓く
「城下町都市」
くまもと

③
都市ゲート直結
アクセス強化と
次世代公共交
ネットワークの

構築

⑦
熊本城前
エリアの

戦略的更新による
先導的モデル
市街地の創出

⑨
水辺のグリーン
インフラ活用に
よる都市の
潤いと活気の
リ・デザイン

①
つながる熊本：
世界と地域が
交差する
交流プラット
フォームの
構築

④
次代を担う
人材の

育成・還流と
活躍フィールドの

創出

⑤
次世代成長
産業の集積と
中心市街地の
ビジネス拠点
機能の強化

②
熊本城

・城下町の再生：
歴史・生活文化の
継承と中心市街地で

果たす
役割の強化

⑥
多様な

ライフスタイルを
実現する

[まちなか居住]と
生活環境の
高度化

⑧
ウォーカブルな
街の形成と
市民・来訪者の
回遊を拡げる
二次交通の
充実

⑩
スポーツ・
文化拠点の
再編整備と

戦略的運営による
都市ブランドの

向上

世界に拓く「城下町都市くまもと」と
しての広域的役割を果たしていくのに
相応しい都市基盤の将来像を描き、国
が主導する地域未来戦略など、くまも
とに対する時代の要請を力に、各種事
業を積み上げる

中心市街地の広域交流拠点としての機能強化、
都市圏と中心市街地を無結ぶ交通インフラの
再編強化、熊本城域や白川・坪井川などを域
として中心市街地内外を貫くグリーンインフ
ラを保全拡充

道筋１：都市構造の骨格を造る

道筋３：人・経済・未来を育む
くまもとの経済社会の活性化という究極の目標に向けて長期戦略を描き、
「城下町都市くまもと」が短期に取り組むべき課題や施策を動かす

次世代成長産業・ビジネスの創出定着、国内外との交流拡大、時代が求める人材育成・還流と活躍
機会の拡充などに向けて、各種のソフト施策やそれを支えるハード事業を戦略的に推進

道筋２：歴史的個性と生活を磨く
「城下町都市くまもと」が培ってき
た個性や魅力を一つ一つ磨きあげ、
内外の人々が繰り返し訪れ暮らした
くなる環境づくりの施策や事業を積
み上げる

熊本城や城下町の存在価値と役割の強化、
繰り返し訪れたくなる都市空間整備、ま
ちなか居住の場としての魅力強化、ス
ポーツや芸術文化を堪能できる場づくり

ＧＤ2050実践に必要な３層の道筋と10のプロジェクト

19両角先生 補足資料



熊本城前地区まちづくり協議会と
『くまもと城前未来ビジョン2050Ver.1』 の紹介

2018年１月 会議所と同友会が熊本中心市街地グランドデザイン2050を発表

2018年８月 くまもと都市戦略会議（第10回）

熊本中心市街地GD2050 「世界に拓く城下町都市くまもと」 を共同宣言

３つの戦略と１０のプロジェクト

都市基盤戦略 （7）熊本城前エリアにおける上質な都市空間の創出

熊本の「顔」に相応しいエリア一体の整備構想を策定し、被災・老朽建物の

面的更新（再開発）の促進、土地の高度利用及び健康・防災・脱炭素・スマート

サービス機能の強化を図る

2019年８月 くまもと都市戦略会議（第11回） GD2050の進捗報告

2020年8月 熊本城前地区まちづくり協議会 設立総会
及び 第１回勉強会「熊本中心市街地グランドデザイン2050」について

2022年2月 『くまもと城前未来ビジョン2050Ver.1』 を策定

2022年10月 熊本市大西市長との意見交換会

2025年４月 くまもと都市戦略会議（第12回） GD2050の体制更新、重点事項

20260706 熊本経済同友会 まちづくり委員会・熊本商工会議所 都市戦略委員会 合同委員会

1

資料２

2

お手元の資料

• 熊本城前地区まちづくり協議会の概要

• くまもと城前未来ビジョン2050Ver.1

• 城前だより №4 （2023年6月発行）

をご覧ください



都市基盤戦略

（7）熊本城前エリアにおける
上質な都市空間の創出

都市構造の骨格を造る

（7）熊本城前エリアの戦略的更新による
先導的モデル市街地の創出
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2026年改訂案

プロジェクトの見直し

熊本中心市街地グランドデザイン2050 
「世界に拓く城下町都市くまもと」

2018年当初

建物の更新と土地利用の高度化を促進し、熊本経済を牽引する

高度な都市機能を戦略的に誘致する。マイカー利用の段階的抑

制により、居心地が良く歩行者中心の魅力的な屋外公共空間を

創出する。あわせて、健康・防災・脱炭素・情報化を具現化する

先導的な建築群を誘導し、意匠と機能を高めた「モデル市街地」

としてエリアのブランド価値を世界水準へ引き上げる
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具現化の構成要素
まちづくりトーク＋

ヒアリング意見集約

長塀・花畑エリアが目指す姿

●熊本城と坪井川を最大限活かし、全体最適のまちづくりに建物の高さや容積等を工夫

●道路の付け替えやウォーカブルの推進等の活発な新陳代謝で大胆な地区再編を目指す

●世界中から様々な目的の人が集まる交流の場として、居住も含めたミクストユースの
視点を取り入れ、選ばれるエリアを目指す

電車通り沿い街区
о上層階に熊本城のビューを楽しむ飲
食やアクティビティの場

оトランジットモール、公共交通の充実
оパーソナルモビリティの拠点を設置
о城とまちをつなぐ通り抜けやポケット
パークでウォーカブル化（城見町通り等）

о熊本城・長塀・坪井川への視点場・
ビスタを創る

⾧塀・花畑エリアのまちづくりの方向性（案）

⾧塀・花畑エリア全体
および４街区に反映した
「まちづくりの方向性」(案）

エリア全体へ共通
о次世代技術の多様な移動手段に

よるパーソナルモビリティの拠点

や公共交通の充実

о熊本城・花畑屋敷の歴史・文化

要素を散りばめる

о熊本城・坪井川の景観を活した

建築やアクティビティ

現庁舎跡地周辺街区
оまちなか居住を含む多機能の複合施設
о上層階に熊本城のビューを楽しむ飲食
やアクティビティの場
о城とまちをつなぐ通り抜けや歩道拡幅

坪井川沿い街区
о清流と緑を活かした景観（桜並木等）
о日常の様々な体験の提供（屋台、マルシェ等）
о川の中でのアクティビティ（サップ、水遊び等）
や熊本駅方面への舟運

о花畑屋敷の水辺や水の都を象徴する水景施設の整備

新中央区役所予定地周辺街区
о低層の建物によって、エリア
全体で熊本城の景観を享受

о天守閣や飯田丸五階櫓への
視点場・ビスタを創る

о花畑屋敷・陽春庭・宮本武蔵
等の歴史を活かす

о緑を増やし、緑陰を確保する

2026年6月23日総会にて 長塀・花畑エリアの「まちづくり方向性」(案)を発表
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城域とまちのつながりの形成 ①眺望確保

⾧塀・花畑エリアのまちづくりの方向性（案）
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・・

城域とまちのつながりの形成 ②東西軸
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⾧塀・花畑エリアのまちづくりの方向性（案）



熊本城前地区まちづくり協議会

官民連携のまちづくりに向けて

１ ビジョンの共有と位置付け

• くまもと城前未来ビジョンを官民で共有し、行政計画等へ
の反映につながる提言・提案を通じて、共創によるまち
づくりの基盤として位置付けていく

２ 長塀・花畑エリアのまちづくり

• 城域とまちのつながりの形成（① 眺望の確保 ② 東西軸）を意
識しながら、まちづくりの方向性（案）を4街区ごとに反映

３ 当面の取組み予定

• 会議所・同友会の合同委員会で紹介（本日）

• 熊本市中心市街地活性化協議会で報告（8月）

ご清聴ありがとうございました。 7








